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上記で定める時間数にかかわらず、時間外労働及び体日労働を合算 した時間数は、 1箇 月|こついて 100時 間未満でな |〕 ればならず かつ 2箇月から 6箇 月までを平均 して 80時ドロ司を超過 しないこと
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●,己労働者の過半数をtヽ表する者が、労働手す準法第 11条第 2号に規定する監督叉は管理の地位にある者でなく、かつ、同法に親定する協,こ等をする者を選出することを日llらか十こと,て実施される投票、挙手等の方法による手続により選出された者
であつて使‖]者の意向|こ基づき,竪出された 1)の でないこと。                                                                      _7(チ ェックボックスに要チェック,
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]箇月の時間外労働及び体日労lhllを合算した時間狭が 100時 F自司に手1達する前に疲労の器樹の状1見年を確認し、画按指導を行う
指導でく,差 し支えない,)。 また、面核指導を行つた医師の意見を踏まえ、労働者の健康確保のために必要な就業上の適剪な措置

こと (A水準医療機関で勤務する医齢で疲労の苦積が認められない場合
を講すること。
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(チエンクボンクスに要チェック)

ユ箇月の時間外労働及び休日労l√力を合算した時間数が 100時間以上となることが見込まれる場合、以下の措置を誰すること。

1箇月の時間外労働及び休日労働を合算した時間数が 155時間を超えた場合、オlttll時間短縮のための具体的な措置を行うこと, エツクボンクスに要チェック)
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